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令和５年５月25日（木曜日）

午前10時７分開会

審査・調査事項

○福祉保健行政の推進及び県立病院事業に関す

る調査

○その他報告事項

・「宮崎県病院事業経営計画2021の改定」につい

て（病院局）

・５類移行後の新型コロナ対応について（福祉

保健部）

出席委員（８人）

委 員 長 重 松 幸次郎

副 委 員 長 山 口 俊 樹

委 員 坂 口 博 美

委 員 山 下 博 三

委 員 日 高 博 之

委 員 武 田 浩 一

委 員 永 山 敏 郎

委 員 下 沖 篤 史

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

病院局

病 院 局 医 監 兼
嶋 本 富 博

県立宮崎病院長

病 院 局 次 長 兼
大 野 正 幸

経 営 管 理 課 長

県立宮崎病院事務局長 佐 藤 彰 宣

県立日南病院長 原 誠一郎

県立日南病院事務局長 井 上 大 輔

県立延岡病院長 寺 尾 公 成

県立延岡病院事務局長 吉 田 秀 樹

福祉保健部

福 祉 保 健 部 長 川 北 正 文

福祉保健部次長
津 田 君 彦

（ 福 祉 担 当 ）

県 参 事 兼 福 祉 保 健 部 次 長
和 田 陽 市

（保健･医療担当）

こども政策局長 柏 田 学

福 祉 保 健 課 長 長 倉 正 朋

指導監査・援護課長 新 村 仁 志

医 療 政 策 課 長 徳 地 清 孝

薬 務 対 策 課 長 吉 田 祐 典

国民健康保険課長 本 田 浩 樹

長 寿 介 護 課 長 島 田 浩 二

医 療 ・ 介 護
北 薗 武 彦

連 携 推 進 室 長

障がい福祉課長 佐 藤 雅 宏

部参事兼衛生管理課長 壹 岐 和 彦

健 康 増 進 課 長 児 玉 珠 美

感染症対策課長 坂 本 三智代

こども政策課長 中 村 智 洋

こども家庭課長 小 川 智 巳

事務局職員出席者

議事課主任主事 春 田 拓 志

議事課主任主事 上 園 祐 也

○重松委員長 ただいまから厚生常任委員会を

開会いたします。

まず、委員会の委員席の決定についてであり

ますが、現在お座りの席のとおり決定してよろ

しいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのように決定いた
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します。

次に、本日の委員会の日程についてでありま

す。

お手元に配付いたしました日程案のとおりで

よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのように決定いた

します。

次に、委員会の運営方法についてであります

が、執行部の入替えの際は、委員長会議確認事

項のとおり、10分程度の休憩を設けることとな

りました。御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのように決定いた

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時８分休憩

午前10時10分再開

○重松委員長 それでは、委員会を再開いたし

ます。

先般の臨時会におきまして、私ども８名が厚

生常任委員会委員となったところでございます。

私はこのたび、委員長に選任されました宮崎

市選出の重松でございます。一言御挨拶を申し

上げます。

新型コロナウイルス感染症もようやく沈静化

を迎え、２類から５類に移っておりますが、ま

だまだ予断を許さない状況でございます。県民

の健康、暮らしを守るために、しっかり我々委

員で調査や議論をしてまいりたいと思いますの

で、１年間、よろしくお願いいたします。

次に、委員の皆様の紹介をいたします。

まず、私の隣が宮崎市選出の山口副委員長で

ございます。

次に、向かって左側ですが、児湯郡選出の坂

口委員でございます。

串間市選出の武田委員でございます。

日向市選出の日高博之委員でございます。

続きまして、向かって右側ですが、都城市選

出の山下博三委員でございます。

都城市選出の永山委員でございます。

小林市・西諸県郡選出の下沖委員でございま

す。

次に、書記の紹介をいたします。

正書記の春田主任主事でございます。

副書記の上園主任主事でございます。

次に、局長の御挨拶並びに幹部職員の紹介、

そして、所管業務の概要説明等をお願いいたし

ます。

。

よろしくお願いいたします。

病院事業を取り巻く環境としましては、エネ

ルギーをはじめ、物価高の影響など依然として

大変厳しいものがございます。そうした中、県

立宮崎病院の再整備事業につきましては、令和

７年度のグランドオープンに向けまして、旧病

院の解体工事のあと、外構・植栽工事等を予定

しているところでございます。

また、新型コロナウイルス感染症につきまし

ては、委員長の御挨拶にもありましたように、

今月８日から感染症法上、第５類に位置づけら

れたところではありますが、引き続き、専用病

床の確保を継続し、救急医療をはじめとする通

常医療との両立を図りながら患者を受け入れる

ということとしております。

今後とも、全県あるいは地域の中核病院とし

ての使命を果たすべく、委員の皆様の御指導、

御支援をいただきながら、県立病院の円滑な運

営に努めてまいりますので、よろしくお願い申

令和５年５月25日(木)



- 3 -

令和５年５月25日(木)

し上げます。

座って説明させていただきます。

それでは、資料３ページの名簿から、病院局

の幹部職員を紹介させていただきます。

名簿の上から２番目、県立病院における医療

提供体制の充実、医師確保対策の強化等を図る

ため設置しております、病院局医監の嶋本富博

でございます。

次長の大野正幸でございます。

続きまして、各県立病院でございますが、県

立宮崎病院長は嶋本医監が兼務いたします。

県立日南病院長の原誠一郎でございます。

県立延岡病院長の寺尾公成でございます。

県立宮崎病院事務局長、佐藤彰宣でございま

す。

県立日南病院事務局長、井上大輔でございま

す。

県立延岡病院事務局長、吉田秀樹でございま

す。

経営管理課に戻っていただきまして、経営管

理課長は大野次長が兼務いたします。

経営管理課総括課長補佐の増田光宏でござい

ます。

経営・財務担当課長補佐の今村左千夫でござ

います。

施設・整備担当課長補佐の原田徹でございま

す。

最後に、県議会担当で人事・管理担当主幹の

稲用敬でございます。

以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。

続きまして、資料の４ページを御覧ください。

病院局の組織及び経営管理課の業務概要でご

ざいます。

病院局は、本庁に経営管理課を置いておりま

す。

病院につきましては、県立宮崎病院、県立日

南病院、県立延岡病院の３病院を置きまして、

１課３県立病院で構成されております。

５ページを御覧ください。

経営管理課は、３県立病院の総合的な企画、

予算・決算、運営等の全般にわたりまして所管

しております。

続きまして、６ページを御覧ください。

各県立病院の概要であります。

各県立病院の病床数、診療科目などについて、

７ページにかけてまとめておりますが、説明は

省略させていただきます。

８ページ以降の令和５年度宮崎県立病院事業

会計予算概要及び宮崎県病院事業経営計画2021

の改定につきましては、次長から説明させてい

ただきますので、よろしくお願いいたします。

○大野病院局次長 それでは、私のほうから令

和５年度宮崎県立病院事業会計予算の概要につ

いて御説明をさせていただきます。

資料の８ページをお願いいたします。

まず初めに、１の基本方針であります。

新型コロナウイルス感染症への対応に引き続

き万全を期す一方、全県あるいは地域の中核病

院としての県立病院の役割と機能を果たすため

に、安定的な病院経営の維持を図ることとして

おります。

具体的には、下の（１）～（４）に掲げてお

りますとおり、質の高い医療の提供とスタッフ

の確保・充実などによる、県民が安心できる医

療提供体制の構築、地域の医療機関等との連携

やかかりつけ医などへの支援等を通じた地域医

療の充実、ＤＰＣ制度等に対応した効率的な医

療の提供等による収入の増加、必要度・優先度

を踏まえた医療機器の購入や各種経費の見直し
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による支出の節減に努めてまいります。

資料９ページをお願いいたします。

２の年間患者数につきましては、直近の患者

動向や新型コロナウイルス感染症対策の見直し

の動向を踏まえまして、延べ入院患者数は34

万746人、延べ外来患者数は35万8,911人と、い

ずれも令和４年度より増加を見込んでいるとこ

ろでございます。

10ページをお願いいたします。

３の収益的収支の状況であります。

これは一事業年度におきまして日常的に発生

する収益と費用を表したものでございますが、

病院事業収益は424億9,200万円余で、前年度比32

億900万円余、8.2％の増を見込んでおります。

主なものとしましては、入院収益が242億1,900

万円余、前年度比42億2,200万円余の増で、延べ

入院患者数の増のほかＤＰＣ制度に対応した効

率的な医療の提供及び新たな施設基準の取得に

よる増加を見込んでいるところであります。

また、外来収益につきましては85億5,000万円

余、前年度比４億5,900万円余の増で、延べ外来

患者数の増のほか地域医療連携の強化による増

加等を見込んでおります。

医業収益と医業外収益を合わせた一般会計の

繰入金は68億9,800万円余で、前年度に比べて22

億2,400万円余の減でありますが、これは病床確

保料などの新型コロナウイルス感染症対策分

が22億9,700万円の減となったことによるもので

ございます。

11ページを御覧ください。

病院事業費用は449億5,700万円余で、前年度

比51億2,200万円余、12.9％の増を見込んでおり

ます。

主なものといたしましては、給与費が187

億1,000万円余、前年度比８億4,400万円余の増

で、これは、給与改定等によるものでございま

す。

材料費は120億1,700万円余、前年度比15

億6,800万円余の増で、これは、延べ入院患者数

の増や高額な薬品を使用する外来化学療法等の

患者等の増を見込んだものであります。

経費が68億3,200万円余、前年度比６億500万

円余の増で、経費節減に努める一方で、エネル

ギー価格の高騰に伴う光熱費の増等が見込まれ

ているものであります。

また、特別損失につきましては19億9,000万円

余を計上しておりますが、これは、宮崎病院の

旧施設の解体に伴い、固定資産台帳上における

建物の残存価額を除却する費用を計上している

ものでございます。

12ページをお願いいたします。

これらの結果、収支は24億6,400万円余の赤字

予算としておりますが、現金ベースの収支を表

す償却前利益は21億5,200万円余で、令和４年度

に引き続き黒字の確保を見込んでいるところで

ございます。

13ページをお願いします。

４の資本的収支の状況でございます。

これは、建物の改良工事、医療器械の更新な

ど、支出の効果が長期にわたるものの収支を示

しております。

まず、資本的収入は76億1,600万円余で、前年

度比３億6,500万円余、５％の増を見込んでおり

ます。

主なものといたしましては、企業債が49

億4,900万円余、前年度比8,000万円余の増で、

これは、日南病院のＭＲＩの更新等に伴うもの

でございます。

また、一般会計繰入金は26億6,600万円余、前

年度比２億8,400万円余の増で、国の繰出基準等
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により算定した結果、増額となったものでござ

います。

14ページをお願いいたします。

資本的支出は101億6,000万円余で、前年度比10

億5,600万円余、11.6％の増を見込んでおります。

主なものといたしまして、建設改良費54

億2,800万円余、前年度比１億8,200万円余の減

で、これは、宮崎病院の解体工事の進行に伴い、

改築整備費が減少したことによるものでござい

ます。

また、企業債償還金は46億9,500万円、前年度

比12億3,900万円の増で、これは、宮崎病院の再

整備に伴い更新しました医療器械等に係る企業

債の償還が始まることによるものでございます。

15ページをお願いいたします。

これらの結果、収支差は25億4,400万円余の収

支不足となり、損益勘定留保資金等で補塡する

こととしております。

16ページをお願いいたします。

５の病院別収支の状況についてでございます。

収支差の欄を御覧ください。県立宮崎病院が28

億5,200万円の赤字、県立延岡病院が４億7,600

万円の黒字、県立日南病院が8,800万円の赤字で

あります。

17ページの資本的収支については、後ほど御

覧いただければと思います。

18ページをお願いいたします。

６の新規・重点事業について御説明をいたし

ます。

まず、新県立宮崎病院の再整備事業について

であります。

これは、旧病院の建物の解体工事等を行うも

ので、事業概要の（３）にありますとおり、建

物の解体と駐車場等の整備に13億9,800万円余、

新病院の玄関のひさしの設置工事に５億2,300万

円余を計上しております。

19ページを御覧ください。

再整備事業全体のスケジュールを示しており

ます。

現在、旧病院の解体工事を施工中でございま

す。解体後に、駐車場、ひさし及び植栽の整備

を行いまして、グランドオープンは令和７年の

夏頃を予定しております。

次の20ページには、再整備完了時の平面図を

参考として掲載させていただいております。

続きまして、21ページを御覧ください。

電子カルテシステム整備事業であります。

これは、現行の電子カルテシステムを最新の

ものに更新をしまして、効率的で質の高い医療

サービスの提供を図るものであります。

令和５年度予算には事業費を計上しておりま

せんが、今年度に発注と契約締結を行いたいと

考えておりますことから、令和５年度から令和

６年度で47億9,600万円の債務負担行為を設定し

ております。

令和５年度の宮崎県立病院事業会計予算に関

する説明は以上になります。

続きまして、22ページをお願いします。

宮崎県病院事業計画2021の改定について御説

明いたします。

県立病院の経営に当たりましては、令和４年

３月に宮崎県病院事業経営計画2021を策定しま

して、良質な医療の提供、経営の健全化に取り

組んでいるところでございますが、令和４年３

月に国から新しいガイドラインが示されたとこ

ろです。

その主な内容ですが、２の①から⑦に示して

いますとおり、①では、令和９年度までの期間

を対象とすること、②では、各医療圏内の医療

機関との機能分化・連携強化に関する取組を記
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載すること、⑦では、計画期間中に経常黒字化

する数値目標を設定することなどが示されてお

ります。

人口減少や少子高齢化の進展などにより厳し

い状況下にあっても、公立病院の経営強化に重

きを置いた内容となっているところでございま

す。

今後の対応でございますが、この国のガイド

ラインを踏まえまして、県立病院の経営強化に

向けた取組をさらに推進するため、病院ごとの

課題や数値目標、具体的な取組について検討を

行い、今年度中に宮崎県病院事業経営計画2021

の改定を行いたいと考えております。

○重松委員長 執行部の説明が終わりました。

質疑はございませんでしょうか。

○山口副委員長 年間患者数の目標なんですけ

れども、これは、新型コロナウイルス感染症の

影響はどれだけ見ているのかというところを知

りたいと思っています。

新型コロナウイルス感染症の影響で入院患者

数を制限しているようなことがあれば、今後は

数値として上振れしていくと考えるのが通常な

んだろうと思うんですが、そのあたりはどういっ

た前提条件があるのか教えてください。

○大野病院局次長 患者数は、直近の患者の動

向を見据えております。令和２年に一番下がっ

たんですけれども、それ以降、右肩上がりで戻っ

てきつつあります。

直近の令和４年の上期の状況であるとか、そ

ういうところを踏まえまして、伸び率等を計算

して入院患者数の目標を算定しているところで

あります。

○山口副委員長 基本的には、今は５類に変わ

りましたけれども、前提としては５類移行前の

状態で算定をしているという考え方でいいんで

しょうか。

○大野病院局次長 ５類移行前の数字を基にし

ていますけれども、その間に患者数が伸びてき

ており、今後は５類に移行にしたことで、さら

に入院患者は戻ってくるだろうということで、

コロナ前の令和元年度の数字を見据えながら条

件を設定して、この数字を出したところです。

○重松委員長 ほかにございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、これで病院局を終わ

ります。執行部の皆様お疲れさまでした。

暫時休憩いたします。

午前10時30分休憩

午前10時39分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

先般の臨時会におきまして、私ども８名が厚

生常任委員会委員となったところでございます。

私はこのたび、委員長に選任されました宮崎

市選出の重松でございます。一言御挨拶を申し

上げます。

新型コロナウイルス感染症、ようやく２類か

ら５類に沈静化したところでございますが、皆

様方、本当に御尽力賜りましたことに感謝を申

し上げたいと思います。まだ、引き続き予断を

許さない状況でございますが、宮崎県民の健康、

そして、暮らしを守るために、我々委員、１年

間、しっかりと調査をし、また、議論を交わし

てまいりたいと思いますので、１年間、よろし

くお願いいたします。

次に、委員の皆様の紹介をいたします。

まず、私の隣が宮崎市選出の山口副委員長で

ございます。

次に、向かって左側ですが、児湯郡選出の坂

口委員でございます。
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串間市選出の武田委員でございます。

日向市選出の日高博之委員でございます。

続きまして、向かって右側ですが、都城市選

出の山下博三委員でございます。

都城市選出の永山委員でございます。

小林市・西諸県郡選出の下沖委員でございま

す。

次に、書記の紹介をいたします。

正書記の春田主任主事でございます。

副書記の上園主任主事でございます。

それでは、部長の御挨拶、幹部職員の紹介並

びに所管業務の概要説明等をお願いいたします。

○川北福祉保健部長 福祉保健部長の川北でご

ざいます。よろしくお願いいたします。

一言御挨拶を申し上げたいと思います。

福祉保健部におきましては、地域医療体制の

充実、高齢者や障がい者、児童の福祉の推進、

健康づくりや食の安全・安心の確保、そして少

子化対策、また、３年以上に及んでおります新

型コロナウイルス感染症対策への取組など、県

民の生活に直結する重要な役割を担っておりま

す。

このため、今後とも、県民目線を大事にいた

しまして、県議会をはじめ、市町村や関係機関

の皆様と十分連携・協働を図りながら、職員一

丸となりまして、県民の福祉・保健・医療に係

る各種施策を全力で推進してまいりたいと考え

ております。委員の皆様の御支援、御指導をよ

ろしくお願い申し上げます。

それでは、座って説明させていただきます。

初めに、福祉保健部の幹部職員を紹介させて

いただきます。

厚生常任委員会資料の３ページを御覧くださ

い。

福祉担当次長の津田君彦でございます。

保健・医療担当次長の和田陽市でございます。

こども政策局長の柏田学でございます。

福祉保健課長の長倉正朋でございます。

指導監査・援護課長の新村仁志でございます。

医療政策課長の徳地清孝でございます。

薬務対策課長の吉田祐典でございます。

国民健康保険課長の本田浩樹でございます。

長寿介護課長の島田浩二でございます。

医療・介護連携推進室長の北薗武彦でござい

ます。

障がい福祉課長の佐藤雅宏でございます。

衛生管理課長の壹岐和彦でございます。

健康増進課長の児玉珠美でございます。

感染症対策課長の坂本三智代でございます。

こども政策局こども政策課長の中村智洋でご

ざいます。

こども政策局こども家庭課長の小川智巳でご

ざいます。

最後に、議会を担当いたします福祉保健課企

画調整担当主幹の金子彰彦でございます。

なお、各課の課長補佐につきましては、名簿

での紹介とさせていただきます。よろしくお願

いいたします。

次に、４ページを御覧ください。

福祉保健部の執行体制であります。

今年度は、資料に記載しておりますとおり、

本庁が１局12課１室、出先機関が31所属となっ

ており、昨年度から変更はありません。

次に、５ページを御覧ください。

福祉保健部予算の概要について御説明いたし

ます。

表の令和５年度の列を御覧ください。

福祉保健部の予算額は、一般会計で、1,506

億8,916万7,000円で、令和４年度の当初予算額

と比較しまして87億7,122万4,000円、6.2％の増
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となっております。

予算につきましては、コロナ対策をはじめと

する県民の命と健康を守り、その暮らしを支え

る取組や人口減少などの課題へのさらなる対応

の強化等について検討し、それらに資する事業

などを計上したものであります。

各課別の予算につきましては、表に記載のと

おりであります。

また、国民健康保険特別会計につきましては、

当初予算額は1,134億9,973万7,000円で、対前年

度比29億5,865万5,000円、2.5％の減となってお

ります。

その下の母子父子寡婦福祉資金特別会計につ

きましては、当初予算額は３億206万7,000円で、

対前年度比239万1,000円、0.8％の増となってお

ります。

この結果、一般会計と特別会計を合わせた福

祉保健部の予算の合計額は、2,644億9,097

万1,000円で、前年度の当初予算額と比較しまし

て58億1,496万円、2.2％の増となっております。

次に、６ページを御覧ください。

御覧の表は、今年度の福祉保健部の主な新規

・改善事業などを掲載したものであります。

福祉人材の確保、地域医療体制の充実、子育

て支援、高齢者や障がい者福祉の推進などにつ

きまして、実効性のある取組を進めてまいりた

いと考えております。

本日は、この中から主な事業の概要につきま

して、福祉保健課長から説明をいたします。

○長倉福祉保健課長 私のほうから主な新規・

改善事業について御説明いたします。

今年度は10ページにかけて30の新規・改善事

業及び新型コロナ対策事業がございますが、そ

の中から、９つの事業を御説明させていただき

ます。

なお、資料の構成につきましては、令和５年

度当初予算における５つの施策の構築に当たっ

ての視点を基に整理をしております。

まず、６ページの１、「コロナ禍、物価高騰等

からの再生・復興」として、福祉保健部では、

主に生活困窮者や離職者等の支援など、県民生

活の安定化に取り組むこととしております。

具体的には、新規事業「つながりの場づくり

緊急支援事業」ですが、長引くコロナ禍や物価

高騰により、生活困窮者支援等に取り組む民間

団体の運営が厳しくなる中、これらの団体が実

施するこども食堂や学習支援、フードバンクな

ど、子供の居場所づくりに要する活動費に対し、

県が直接支援することで、経済的に困難を抱え

る家庭の負担軽減等を図るものです。

事業費は950万円です。

次に、新規事業「コロナ禍における自殺予防

強化事業」であります。

自殺者数につきましては、平成19年の394人か

ら長期的に見ると減少傾向でありましたが、コ

ロナ禍に入ってその減少が止まっている状況に

あります。このような中、本県では昨年、自殺

者の増加が見られ、特に70代の男性で大きく増

加したところでございます。このため、中高年

層を特に意識し、相談窓口等の広報を展開する

ほか、自殺予防の夜間電話や相談会等を強化す

ることとしております。

事業費は1,826万円です。

次に、新規事業「ひきこもり支援・相談体制

強化事業」であります。

ひきこもり支援につきましては、県の精神保

健福祉センターに設置しているひきこもり地域

支援センターが中心となって相談対応等を行っ

ておりますが、今後は、当事者やその家族が身

近なところできめ細かな支援を受けられるよう、
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市町村レベルでも支援体制が整備されることが

重要であります。それをサポートするため、研

修会の開催や市町村における支援に活用できる

ひきこもりサポーターの養成等に取り組むこと

としております。

事業費は1,182万2,000円です。

次に、新規事業「食と運動による健康生活推

進事業」についてです。

この事業は、長引く新型コロナウイルス感染

症の影響により、食生活の乱れや運動不足等に

よる生活習慣病の増加が懸念されることから、

健康行動につながる環境づくりを推進するもの

であります。具体的には、既存の減塩商品等の

認知度の向上や活用促進を官民連携で進めると

ともに、県内企業の協力を得て行う食事や生活

習慣の実態調査、市町村と連携した実証事業等

に取り組むこととしております。

事業費は1,301万円です。

次に、７ページを御覧ください。

２の「中山間地域の暮らしの維持・活性化」

として、福祉保健部では、へき地医療体制の機

能強化や市町村の介護人材の確保・育成に係る

取組への支援などを通じて、中山間地域の持続

可能な仕組みづくりに取り組んでまいります。

新規事業「介護人材確保対策市町村支援事業」

であります。

高齢化の進展に伴い、今後、介護サービス需

要のさらなる増加が見込まれる中で、介護人材

の確保は最重要課題であります。

この事業は、地域包括ケアシステムを支える

質の高い介護人材の継続的な確保、育成を促進

し、体制強化を図るため、介護職員が訪問介護

を行うために必要となる初任者研修の受講に係

る受講料の補助や幅広い年齢層の就労的参加を

促進するための取組など、地域の実情に応じて

市町村が行う事業を支援するものです。

事業費は1,326万円です。

８ページを御覧ください。

４、「次世代育成、若者・女性活躍の推進」と

して、福祉保健部では、市町村の実情を踏まえ

た少子化対策の強化などに取り組んでまいりま

す。

改善事業「ひなたの出逢い・子育て応援運動

推進事業」についてであります。

コロナ禍により少子化が加速しつつある中、

令和３年までの２年間で出生数は5.6％、婚姻数

は16.1％減少するなど、この危機感を県民全体

で共有し、出会いや子育てを応援する機運を高

めるとともに、希望どおりに家族を持ち、安心

して子育てできる環境整備を行う必要がありま

す。

そのため、これまでの県民運動に出会い・結

婚応援を加え、若い世代や企業・団体との意見

交換の場を広げて、より一層、推進方針の共有

や優良事例の全県展開を図ります。

事業費は3,554万1,000円です。

９ページを御覧ください。

新規事業「母子生活支援施設整備補助事業」

についてです。

ＤＶや児童虐待など、様々な困難を抱える母

子家庭が自立した生活を送れるようにするため、

本県で未整備となっている母子生活支援施設を

新設する社会福祉法人に対し、必要な経費の一

部を補助することで、自立に向けた支援体制の

充実が図られるものと考えております。

事業費は１億5,949万9,000円であります。

10ページを御覧ください。

５、「安全・安心な県土づくりの推進」として、

福祉保健部では、医療提供体制の充実や新型コ

ロナウイルス感染症対策などに取り組んでまい
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ります。

新規事業「県西部圏域高度急性期医療機能強

化事業」についてです。

この事業は、県西部の中核的役割を担う都城

市郡医師会病院が実施する心臓・脳血管センタ

ー等の整備に対して支援を行うものであります。

具体的には、ハイブリッド手術室やＭＲＩ、Ｃ

Ｔ等の高度な医療設備とともに、脳卒中専門の

集中治療室を新設することで、これまで対応が

困難なため宮崎大学など域外の高次機能病院に

転送せざるを得なかった患者の受け入れが可能

となり、地域で完結する医療提供体制の構築に

つなげるものです。

事業費は、令和５年度分として615万円のほか、

令和７年度にかけて15億6,885万円の債務負担を

設定しております。

最後に、新型コロナウイルス感染症対策につ

いてであります。

令和５年度のコロナ対策予算につきましては、

令和４年度の感染状況を踏まえ、保健・医療提

供体制の確保、検査体制の確保、ワクチン接種

の推進の３本の柱で、総額303億4,401万9,000円

を計上しております。

今般、新型コロナウイルス感染症に係る感染

症法上の位置づけが５類へ見直されたことに伴

い、国から、入院、外来、検査、ワクチン、そ

の他の保健・医療体制等についての経過的措置

に関する考え方が提示されました。

県としましては、類型見直し後の対応につい

ては、病床や検査体制の確保、ワクチン接種等

に関して、基本的に国の方針に準じながらも、

重症化リスクの高い高齢者や基礎疾患のある方

などを守るため、必要な体制を確保していくこ

ととしております。

説明は以上でありますが、それぞれの事業の

詳しい内容につきましては、11ページ以降に資

料をつけておりますので、後ほど御覧いただけ

ればと存じます。

○坂本感染症対策課長 ５類移行後の新型コロ

ナウイルス感染症対応について御説明いたしま

す。

資料の47ページをお開きください。

まず、感染状況の公表についてですが、県の

対応方針にありますとおり、これまでの全ての

感染者数を把握する全数把握から、今後は、県

内58か所の定点医療機関による感染動向把握、

いわゆる定点把握により、毎週１回、前週１週

間の感染状況などを公表してまいります。

具体的には、公表内容に記載のとおり、原則、

毎週木曜日に公表を行い、感染症週報、県ホー

ムページの特設サイトを活用し、県全体や各圏

域、年齢群別で示すとともに、感染状況マップ

を作成し、県内や全国の感染状況を可視化する

など、できる限りきめ細かくお知らせしてまい

ります。

次に、直近の感染状況について御報告します。

48ページを御覧ください。

こちらは、定点医療機関からの１週間分の報

告数を定点数58で割った、いわゆる定点当たり

の報告数について、第８波以降の推移を表した

ものです。

５類移行前の報告数については、参考値とい

うことで灰色で記載し、５類移行後の報告数を

オレンジで記載しており、先週は2.07でした。

また、右上の全国順位にありますとおり、全

国の中では本県は31位に位置しております。全

国の感染状況は毎週金曜日に国が公表します。

なお、本日公表する５月15日から21日までの

先週１週間の定点当たりの報告数につきまして

は2.31となります。
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第８波期間中の参考値と比べると、感染状況

はある程度落ち着いておりますが、ゴールデン

ウィークの影響もあり、全国的に緩やかな増加

傾向にあることから、引き続き感染状況を注視

してまいります。

次に、49ページを御覧ください。

入院患者数の推移についてでございます。

５類移行後も水曜日時点の入院者数を国に報

告する必要があることを踏まえ、毎週水曜日時

点の入院者数について、第８波以降の推移を表

しており、前のページと同様に、５類移行前の

数は灰色で記載しております。

５月17日時点では入院患者数が22人であり、

本日公表する24日時点の入院患者数につきまし

ては18人となっております。入院受入れは落ち

着いている状況にあると認識しております。

次に、50ページを御覧ください。

感染状況に応じた注意喚起でございます。

５類移行により、行動要請を伴う警報等につ

いては終了しますが、感染状況に応じた注意喚

起は継続いたします。具体的には、注意喚起の

欄にありますとおり、これまでも県内外の感染

状況を区分し、公表してきましたが、５類移行

後も継続してお知らせいたします。

それぞれの色の基準につきましては、第８波

の状況を踏まえ、県独自で設定しております。

まず、定点当たりの報告数が５に達した場合

は黄色に、10の場合はオレンジに、20の場合は

赤に、そして、50に達した場合は最も厳しい紫

に感染状況を区分し、注意喚起を行ってまいり

ます。

この感染状況区分は、第８波の感染状況を基

に推計しておりますので、次のページのグラフ

で御説明させていただきます。

51ページを御覧ください。

オレンジの折れ線が人口10万人当たりの新規

感染者数、灰色の縦棒が定点当たりの報告数で

す。

定点当たりの報告数１に対し、人口10万人当

たりの新規感染者数が約30人とおおむね比例関

係にあり、定点医療機関において、感染流行の

トレンドを捉えることができているものと考え

ております。

この中で、赤丸で囲んでおりますポイントと

なる時期について、左から、感染拡大の立ち上

がりの時期は定点当たり報告数が約10、医療緊

急警報を発令した時期は定点当たり報告数が

約20、医療非常事態宣言を発令した時期は定点

当たり報告数が約50であることを踏まえ、感染

状況区分の設定を行い、独自の注意喚起基準と

したところです。

次に、52ページを御覧ください。

県内・全国の感染状況マップでございます。

先ほどの注意喚起基準を使って、県内は圏域

ごと、県外は都道府県単位で感染状況を色分け

しております。先週公表したマップでは、県内

は全域とも色なし、県外においても、沖縄県の

黄色を除いて全ての都道府県が色なしとなって

おります。

なお、本日公表する県内の感染状況マップに

つきましては、延岡・西臼杵圏域は定点当たり

報告数が5.78と５を超えたため黄色の圏域と

なっており、その他の圏域は色なしとなってお

ります。

全国の感染状況も含めて、引き続き感染動向

の把握と可能な限りきめ細かな情報提供にしっ

かりと取り組んでまいります。

○重松委員長 執行部の説明が終わりました。

質疑はございませんか。

○山下委員 コロナも落ち着いてきたと思うん
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ですが、ワクチンの接種券が届いているという

ことを地域の方からお聞きします。ワクチン接

種の推進は年代によって基準があるんですか。

○吉田薬務対策課長 令和５年度の新型コロナ

ウイルスワクチンの接種に関しましては、重症

化リスクの高い65歳以上の高齢者の方及び５歳

以上の方のうち、基礎疾患を有する方、そのほ

か、重症化リスクが高いと医師が認めた方につ

きましては努力義務と接種勧奨のほうがござい

ます。それ以外の方については、適用されてい

ません。

○山下委員 いまいち分からないんですが、い

わゆる75歳以上の後期高齢者の方のお話を聞い

たんですけれども、その人たちは、接種を受け

たほうがいいという形なのか、義務になるのか、

それと、金額をどう負担していくのか、そこも

分かったら教えてください。

○吉田薬務対策課長 65歳以上の高齢者の方に

つきましては、先ほどお話しましたとおり、も

しかかった場合に重症化リスクが高いというこ

とで受けられたほうがよろしいですという形の

接種勧奨を行います。

そして、令和５年度の１年間につきましては、

自己負担なしで接種できるという形になってお

ります。これにつきましては、65歳以上の方だ

けでなく、５歳以上の全ての方が自己負担なく

接種できるという形になっております。

○山下委員 分かりました。

ワクチンを打ったら抗体が大体６か月維持さ

れるということを聞いていたんですが、やはり

６か月という認識でいいのかどうかを教えてく

ださい。

○吉田薬務対策課長 個体差もあるかと思いま

すので一概には言えないんですけれども、一般

的には５～６か月ということで言われておりま

す。接種の期間につきましても、３か月以上空

けてくださいということで接種を呼びかけてい

るところでございます。

○山下委員 最後にしたいと思うんですが、県

民への周知をどうしていくかなんです。安心し

ていいのかどうか。地域活動における年間行事

が、今年はコロナ禍前に戻るような勢いで、ど

んどん始まっています。

だから、どこまで安心していいのか。それと、

県としては打ったほうが安全ですと、ワクチン

接種を推進していくのかどうか。我々も地域活

動をいろいろやっている中で、もう打たないと

か、そういうことを言う人もいっぱいおられる

んですが、人が動く中で、我々も県民からいろ

んな相談を受けたときに、推進したほうがいい

のかどうか、そこをお聞かせいただけるとあり

がたいです。

○吉田薬務対策課長 国のほうで公的に関与す

るよう言われていますのが、先ほど申し上げま

したとおり、重症化リスクの高い高齢者等になっ

ております。そちらの方々については、万が一、

感染した場合に重症化するリスクが高いという

ことで接種勧奨のほうを進めております。それ

以外の方々については、県のホームページ等で

安全性や有効性、副作用も含めまして情報提供

しておりますので、そちらを御覧いただいて自

身で判断していただくという形になるかと思い

ます。

○山下委員 分かりました。

○重松委員長 ほかの委員の方から質疑はござ

いますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 では、ないようですので、以上

をもって福祉保健部を終わります。執行部の皆

様、お疲れさまでした。
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暫時休憩いたします。

午前11時11分休憩

午前11時12分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

ここで５月17日に行われました委員長会議の

内容について御報告いたします。

委員長会議において、お手元に配付の委員長

会議確認事項のとおり委員会運営に当たっての

留意事項等を確認いたしました。時間の都合も

ありますので、主な事項についてのみ御説明い

たします。

まず、１ページをお開きください。

（５）の閉会中の常任委員会についてであり

ます。

定例会と定例会の間に原則として１回以上開

催し、また、必要がある場合には適宜、委員会

を開催するという内容であります。

次に、２ページをお開きください。

（７）の執行部への資料要求につきまして、

委員から要求があった場合、委員長が委員会に

諮った後、委員長から要求するものという内容

です。

（８）の常任委員長報告の修正申入れ及び署

名についてであります。

本会議で報告する委員長報告について、委員

会でその内容を委員長一任と決定した場合、各

委員が修正等の申入れを行う場合は、委員長へ

直接行うこと。また、報告の署名は、委員長の

みが行うこととするものでございます。

（９）のマスコミ取材につきましては、取材

は原則として、採決等委員協議を含めて記者席

で行わせるという内容でありまして、委員会は

採決等も含め原則公開となっております。

次に、３ページをお開きください。

（12）の調査等につきましては県内調査、県

外調査、国への陳情と分かれております。

アの県内調査についてでありますが、４点ご

ざいます。

１点目は、県民との意見交換を活発に行うた

め、常任委員会の県内調査において、県民との

意見交換を積極的に行うというものです。

２点目は、調査中の陳情・要望等については、

委員会は内部審査機関であり、対外的な権限を

持つものではないため、後日、回答する等の約

束はしないというものであります。

３点目は、委員会における調査でありますの

で、単独行動による発着はできる限り避けると

いうものであります。

４点目でありますが、調査先は、原則として

県内の状況把握を目的に選定されるものであり

ますが、県内での調査先の選定が困難であり、

かつ県政の重要課題に関して特に必要がある場

合には、日程及び予算の範囲内で隣県を調査で

きるというものであります。

４ページをお開きください。

（15）の委員会におけるパソコン等の使用に

ついてでありますが、詳細は10ページにありま

すので、後ほど御確認ください。

（16）のオンライン委員会の運営につきまし

ては、昨年度末の委員会条例改正により、オン

ラインを活用して委員会を開催することが可能

となったことに伴い、追記するものであります。

詳細は11ページから14ページにありますので、

後ほど御確認ください。

なお、オンラインで委員会に出席できる事由

は、条例に定める「重大な感染症まん延防止」

のほか、当面、災害のみであり、必要に応じて

幹事長会議で協議することとなっております。

その他の事項につきましても、目を通してい
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ただきたいと思います。

皆様には、確認事項等に基づき、委員会の運

営が円滑に進むよう御協力をお願いいたします。

確認事項等について何か御意見はありません

か。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 ないようですので、次に進みま

す。

次に、今年度の委員会調査など活動計画につ

きましては、お手元に配付の資料のとおりであ

ります。

活動計画案にありますとおり、県内調査を７

月に、県外調査を10月に実施する予定でありま

す。

初めに、県内調査についてでありますが、県

北調査、県南調査、それぞれの行程案を事前に

作成しましたので御覧ください。

加えて、お手元に資料として、過去５年分の

厚生常任委員会の調査実施状況と県内調査調査

先候補の概要も配付しておりますので、併せて

御覧ください。

県内調査につきまして、何か御意見、御要望

等はございませんか。

暫時休憩いたします。

午前11時16分休憩

午前11時23分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

いただいた御意見は、しっかりまた確認して

まいりたいと思います。

それでは、次に、10月に予定されております

県外調査につきまして、御意見、御要望等があ

りましたらお願いいたします。

暫時休憩いたします。

午前11時23分休憩

午前11時24分再開

○重松委員長 委員会を再開いたします。

それでは、県内調査及び県外調査の日程、調

査先につきましては、ただいまの御意見を参考

にしながら、正副委員長に御一任いただくこと

で御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、そのようにさせてい

ただきます。

その他で何かございませんでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 何もないようでしたら、本日の

委員会を終了したいと思いますが、よろしいで

しょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○重松委員長 それでは、以上をもちまして委

員会を閉会します。

午前11時25分閉会
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